外来・センター・通所・五福・薬局・コメディカル　　　　　　　合同カンファレンス記録


令和5年3月23日（木）　　　　　　　　　司会：記録：橋本　弘子
	矢幅
	小川
	菅原
	松橋
	鳥谷部
	久保
	藤田
	蕨野
	山田
	石鉢

	〇
	業務
	業務
	公休
	業務
	育休
	業務
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	〇
	〇

	大川
	赤坂
	沼舘
	宇津木澤
	斎藤
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	松田
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	育休
	〇
	業務
	業務
	業務
	〇
	業務
	業務
	業務
	業務

	立花
	山口
	松尾
	佐藤
	淵澤
	大井
	河村
	種市
	柴田
	北城

	休
	〇
	業務
	公休
	〇
	業務
	業務
	〇
	業務
	業務


	角濱
	堀
	横平
	坂澤
	橋本
	須澤
	
	
	
	

	〇
	業務
	業務
	早退
	〇
	業務
	
	
	
	


＜連絡事項＞
・第7回法人研修が3/31までとなっております。各自提出お願いします。
・第10回院内研修が3/31までとなっております。各自提出お願いします。
・3月看護グループ研修が3/27までとなっております。各自提出お願いします。
・春の職員健診の案内が掲示板にありますので各自確認、予約お願いします。

＜新患予約状況・入院予定＞
3/24（金）
田名部Dr：木村　海翔様（精神再来新患）、秋山　ひかり様（精神再来新患）、
　　　　　工藤　真奈美様（精神）、山道 総太様（精神再来新患）

菅野Dr: 佐々木　裕様（精神）、千田　悦子様（精神）
馬渡Dr: 柏崎　チヤ様（センター）、谷村　妙子様（センター）、船越　勝様（入院）
東海林Dr: 佐藤　ふみこ様
3/25（土）
新患なし
3/27（月）
菅野Dr：大野　傑様（精神）、後藤　麻里様（精神）
金Dr: 小國　貞子様（センター）

3/28（火）
小栁Dr：渡辺　綾子様（センター）、川村　明寛様（精神）
菅野Dr: 柞木田　一代様（精神）、髙谷　草原様（精神）

3/29（水）
田名部Dr：立花　文雄様（精神）、天間　結子様（精神）
金Dr: 橘　美枝様（センター再来新患）、窪田　ソヨ様（センター）
3/30（木）
小栁Dr：三浦　弘様（センター）、大澤　ツナ様（精神）
深澤Dr: 長瀬　とみゑ様（センター再来新患）
＜医師のスケジュール確認＞
診察日、休診日

・垂水Dr：4/3、5/8診察
・今川Dr：3/25、4/8、4/22診察
・東海林Dr：3/24、4/14、5/19、6/23、7/28診察
・深澤Dr：4/20、5/25、6/1、6/22、7/13、8/24、9/21休診　※5/18　12：00までに外来診療終了
・菅野Dr：3/31は12：00までに外来診療終了
・金Dr: 4/24休診
＜通所・五福への導入・利用を開始したいケースの確認＞

五福
・本田　未来様　　退院後開始で調整中
通所
＜連絡事項＞
■外来より
・人事考課を作成後、提出してください。
■センター
・特になし
■五福より
・沢口　圭子様～3/25当院退院予定。3/29～訪問開始となり、週1回の訪問予定。
・神田　直樹様～3/22当院退院予定。3/24～2週間に1回の訪問予定。
・寺井　恵利子様～4/4当院退院予定。4/5～訪問開始となり、週2回にて、訪問予定。

■連携室より
・特になし
■検査より
・特になし
■栄養より

・特になし
■心理より

・特になし
■薬局より
・特になし
■通所より
＜DC＞

・佐々木　静様～3/16　性別：女性　年齢：53歳　診断名：若年性アルツハイマー型認知症

青陽館見学を実施。家にこもりがちであるため、リハビリとして日中活動の場所を探しているが、傷病手当金のみで生活しているため金銭的に余裕がなく介護保険のデイサービスや結び家の利用を増やす事が出来ないため、自立支援医療制度を活用して精神科デイケアを低額で利用し認知症の進行予防をしていきたいという方針になっているとのことである。デイケア利用の目的としたい部分としてご家族様の希望は≪仲間作り≫を最優先にしたいとのことで本人様が話しやすい相手がいる日に利用したいとのこと。3/22体験利用実施。来所後すぐは緊張感からか苛立っている様子が観察され、スタッフに素っ気ない態度とっている。時間経過とともに幾分表情は穏やかになり、昼食後にはスタッフと世間話や家庭内の不満についての話をしながら過ごしている。体験利用中に何度かロッカールームとスタッフルームを間違える事があるが都度スタッフ介入しトラブルには至っていない。ご家族様に次回体験利用の提案を行い連絡を頂く事としている。

・関　修治様～3/16グループホーム世話人から連絡があり、青陽館スタッフを交え面談を実施。面談の主旨としては、グループホームに設置しているご意見箱への投書についてである。投書の内容は「理事長は天才である。しかし使われている職員の頭の働きがダメだ。」「理事長はダメだ」×2通、「聞くは一時の恥 聞かぬは一生の恥」となっており計4通である。関様に確認すると自身が投書したものであることを話しており、投書の理由を尋ねると「なんか気分がムシャクシャしてて思いついたことを書いただけです。」と話す。

・神田　直樹様～3/17退院前ケア会議を実施。青陽館利用については3/22(水)退院後に数日の生活準備期間を設け、3/27(月)からの利用開始とする事となっている。週3回月・火・木曜日のデイケア利用の方向性としている。 

・角濱　義弘様～3/2１昨夕、グループホーム世話人より情報提供有り。本人様が「疲れた。死にたい。」と発言しているようである。希死的発言に傾聴すると表情は明るくなったようである。昨日、移山寮関野氏との面談後に希死的発言がみられているため、次回3/25の面談に世話人も同席する予定であるという。世話人としては、退院後の生活に慣れてきたこと、免許更新手続きを終えたことなどの燃え尽き症候群の影響があるのではないかと本人様に伝えたところ、「それもあるかもしれません」と話していたとの事である。

・田向　玲美様～3/22 本人様から電話連絡あり。ここ数週間デイケア利用の欠席が続いており、その詳細について話している。ここ最近、デイケアは体調不良を訴え欠席していたが実は交際相手(非常勤の住職)の業務アシスタントをしていたのだという。交際相手は北東北圏内の葬儀を臨時で行うことが有るようで1回あたり現地に数泊するが交通費や宿泊費と別にアシスタントにも25000円の給料が出ることを話しており、給料の割が良くA・B型就労等を目指す気持ちにはならなくなった、デイケアも登録だけ残ししばらく休みたいという。交際相手と3、4日を続けて過ごすことになること、葬儀アシスタントをすると連泊することになり生活リズムが乱れがちになり事実として体調不良があることを話している。交際相手も含め病状の不安定さに繋がりやすい状況に見えることを指摘し、病状のこと・互いの家庭の事を含め今後のことをよく家族とも主治医とも相談するよう伝えている。家族からは相談する場所を残しておく為にもデイケア通所を続けるよう言われているとのことであり、主治医へは24日の診察で話す気持ちでいることを話している。

＜SC＞

・俵山　彩子様～3/20体験利用実施。特定相談員　青明舎：橋本氏同伴で来所している。坂道がきつかったとの事で疲労感、股関節痛があると言い、しばらく椅子に座り過ごしている。表情穏やかに返答したり、余暇時間は他利用者様に声を掛けられて同席し笑顔で交流を持ちながら過ごしている。本日は自家用車で当院駐車場に停めて徒歩で来所したが、疲労感、関節痛が強い為、帰りは青南病院までの送迎を希望されている。次回は来週3/27（月）8：45に青南病院外来にて待ち合わせし、外来からは送迎利用で来所する事としている。

＜DNC＞

特記する利用者様はおりません。
